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Ⅰ 

１ 幕 府 は 年 貢 ・ 諸 役 の 徴 収 を 確 実 に す る た め 、 作 付 制 限 

令 な ど を 発 し て 百 姓 の 経 営 を 安 定 さ せ 、 貨 幣 経 済 が 農 村 

に 浸 透 す る の を 抑 え よ う と し た が 、 兵 農 分 離 が 進 み 江 戸 

や 城 下 町 な ど の 人 口 が 増 加 す る と 、 増 大 す る 需 要 に 応 え 

る た め 商 品 作 物 の 生 産 が さ か ん に な り 、 農 村 で も 貨 幣 を 

得 る 機 会 が 増 加 し た 。 ２ 桑 ・ 楮 ・ 漆 ・ 茶 。 ３ 新 田 開 発 の 

進 展 や 効 率 の よ い 農 具 ・ 金 肥 の 普 及 な ど に よ る 米 の 増 産 

が 米 価 を 下 落 さ せ る 一 方 、 諸 物 価 は 上 昇 し た 。 こ れ は 年 

貢 米 を 換 金 す る 領 主 の 財 政 を 圧 迫 し た た め 、 一 層 の 年 貢 

増 徴 が 図 ら れ た 結 果 、 農 民 の 階 層 分 化 が 進 み 、 幕 藩 領 主 

の 経 済 基 盤 で あ る 本 百 姓 体 制 の 動 揺 に 拍 車 を か け た 。 ４ 

田 沼 意 次 。 年 貢 増 徴 に 頼 ら ず 民 間 で の 商 品 生 産 に 依 拠 し 

て 幕 府 財 政 を 再 建 す る た め 、 農 村 で も 株 仲 間 を 積 極 的 に 

公 認 し て 運 上 ・ 冥 加 の 増 収 を め ざ し た 。 水 野 忠 邦 。 株 仲 

間 に 属 さ な い 商 人 や 在 郷 商 人 に よ る 自 由 な 取 引 を 可 能 に 

し て 物 価 騰 貴 を 抑 制 す る た め 、 株 仲 間 の 解 散 を 命 じ た 。 

（400 字） 

 
Ⅱ 
１ 重 要 産 業 統 制 法 な ど の 保 護 政 策 を 背 景 と し て 重 化 学 工 

業 化 が 進 む と と も に 、 満 州 事 変 以 降 に 高 橋 財 政 が 採 ら れ 

軍 需 産 業 が 成 長 し た 結 果 、 そ れ が 集 ま る 大 都 市 の 人 口 が 

急 増 し た 。 ２ 日 中 戦 争 勃 発 後 に 制 定 さ れ た 国 家 総 動 員 法 

に 基 づ く 国 民 徴 用 令 に よ り 、 国 民 に 軍 需 産 業 で の 就 労 が 

強 制 さ れ た 結 果 、 そ れ が 集 ま る 大 都 市 の 人 口 が 増 加 し た 

。 ３ 政 策 的 に は 、 軍 需 工 場 を 地 方 に 分 散 さ せ る 工 場 疎 開 

が 行 わ れ 、 の ち に 大 都 市 の 学 童 を 強 制 的 に 地 方 へ 集 団 で 

疎 開 さ せ る よ う に な っ た 。 ま た 、 戦 局 の 悪 化 に と も な い 

、 空 襲 の 被 害 を 避 け る た め 地 方 へ 避 難 し た 住 民 が 多 か っ 

た た め 、 大 都 市 の 人 口 は 減 少 し た 。 ４ 高 度 経 済 成 長 の 進 

展 に と も な い 、 都 市 就 労 者 の 賃 金 が 上 昇 し て 農 業 従 事 者 

の 所 得 と の 格 差 が 生 じ た た め 、 農 村 で は 若 年 労 働 力 が 大 

都 市 に 流 出 し た 。 こ の 格 差 を 是 正 す る こ と な ど を 目 的 に 

1 9 6 1 年 に 農 業 基 本 法 が 制 定 さ れ た が 、 制 定 意 図 に 反 し 結 

果 的 に 専 業 農 家 は 激 減 し 、 第 二 種 兼 業 農 家 が 増 加 し た 。 

（400 字） 
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Ⅲ 
１ 内 村 鑑 三 不 敬 事 件 。 教 育 勅 語 奉 読 式 で 最 敬 礼 を 拒 否 し 

た 内 村 鑑 三 は 、 不 敬 で あ る と 非 難 さ れ 、 第 一 高 等 中 学 校 

の 教 壇 を 追 わ れ た 。 ２ 1 9 4 1 年 に 文 部 省 教 学 局 が 『 臣 民 の 

道 』 を 刊 行 し 、 「 八 紘 一 宇 」 を 実 現 す る こ と が 臣 民 の 義 

務 で あ る と 説 い た 。 ま た 、 小 学 校 を 国 民 学 校 に 改 め 、 戦 

時 体 制 を 支 え る 「 小 国 民 」 の 錬 成 を 図 っ た 。 ３ 朝 鮮 で は 

徹 底 し た 創 氏 改 名 が 行 わ れ る 一 方 、 朝 鮮 ・ 台 湾 双 方 で 神 

社 参 拝 ・ 日 本 語 使 用 が 強 制 さ れ た 。 日 中 戦 争 勃 発 後 に は 

志 願 兵 制 度 が 導 入 さ れ た が 、 戦 局 の 悪 化 に と も な い 徴 兵 

制 度 に 移 行 さ れ た 。 ４ Ｇ Ｈ Ｑ に よ る 教 育 の 自 由 主 義 化 の 

指 令 に 基 づ き 、 軍 国 主 義 的 な 教 員 が 追 放 さ れ 、 修 身 ・ 日 

本 歴 史 ・ 地 理 の 授 業 も 禁 止 さ れ た 。 さ ら に ア メ リ カ 教 育 

使 節 団 の 勧 告 に 基 づ き 、 1 9 4 7 年 の 教 育 基 本 法 で 教 育 の 機 

会 均 等 な ど を 定 め 、 同 年 の 学 校 教 育 法 で 六 三 三 四 制 の 学 

校 制 度 を 確 立 し た 。 翌 4 8 年 に は 各 地 方 自 治 体 に 公 選 制 の 

教 育 委 員 会 を 設 立 し 、 教 育 行 政 の 地 方 分 権 化 を 図 っ た 。 

（400 字） 
 


